訓練課題（筆記）

訓練課題（筆記）

「空調設備管理」
	注意事項
１．　制限時間

　　

50分　

　２．注意事項
　（１）指導員の指示があるまで問題は見ないでください。
　（２）解答用紙に入所期、番号、名前を記入してください。
　（３）電子式卓上計算機その他これと同等の機能を有するもの、携帯電話の使用は不可です。
　（４）試験中、質問等があるときは挙手してください。




◆Ⅰ－問1から問26の各問について、文章が正しいものには○を、誤っているものには×を回答欄に記入しなさい。（1問2点）
１　冷凍の原理は、液体が蒸発して気体になる時、周囲の熱を奪い温度を下げることによる。
２　顕熱とは、物体の状態（固体・液体・気体）が変化するために必要な熱量をいう。

３　圧縮式冷凍機の遠心冷凍機は小型設備に用いられ、スクロール冷凍機は大型設備に採用される。

４　吸収式冷凍機は、真空ポンプなどで減圧した環境下で、冷媒に水を用いて冷却作用を行う装置である。
５　吸収式冷凍機では、吸収剤として臭化リチウム（LiBr）等を用いるが、薄くなった吸収液を再生するために熱源が必要である。
６　吸収式冷凍機では、冷却塔の設置は不要であるため電気設備費が大幅に削減できる。

７　圧縮式冷凍機の冷凍サイクルは、圧縮→蒸発→膨張→凝縮　の順である。

８　凝縮器は、冷媒が外部の熱を取り入れ蒸発させる機器である。
９　膨張弁を通過する冷媒は、入口側は高圧の冷媒液であり、出口側は低圧低温の液（一部は蒸気）である。
10　冷凍機のドライヤー内部には電熱ヒータが設置されており、冷媒液管中の水分の除去を目的に液配管中に設ける。

11　圧縮式冷凍機は、耐圧試験および気密試験の両方に合格しなければ使用できない。

12　吸収式冷凍機の安全装置には、高圧遮断装置、安全弁、溶栓、破裂板がある。

13　一般的に熱の移動の方法には、伝導、ふく射（放射）、対流の３種類がある。

14　熱の移動量は、伝熱面積と温度差に比例する。

15　一定以上の冷凍能力を有する圧縮式冷凍機を運転する場合、冷凍保安責任者を選任しなければならない。

16　吸収式冷凍機は、圧縮式冷凍機よりも低温度を得ることができる。

17　キャピラリーチューブは、冷媒ガスを低圧から高圧へ加圧する機器である。

18　フルオロカーボンには、CFC系、HCFC系、HFC系の３種類があるが、現在主に使用されている冷媒はCFC系である。

19　１台の室外機で複数の室内機を運転するエアコンシステムを、マルチ型エアコンという。

20　インバーターエアコンは、圧縮機のモータの回転数を変えることにより、冷凍能力を変化させる。

21  ヒートポンプエアコンとは、暖房専用の空調装置である。
22　エアコンを設置する際に真空ポンプで真空引きをする目的は、管内の水分を取り除く役割もある。

23　閉鎖弁は真空引き、冷媒補充などを行うためについているバルブである。

24　冷媒を充填する場合には冷媒の種類にかかわらず、ボンベからガス状態で充填する。

25　ヒューミディスタットとは、湿度を検出するための検出器である。

26　設備の制御盤に緑色のパイロットランプが点灯している時は「運転中」を表し、赤色のパイロットランプが点灯している場合は「停止中」を表している。

◆Ⅱ－問27から問35の各設問について語群から1つ選び、回答欄に番号を記入しなさい。
（1問3点）
27　 吸収式冷凍装置の各部の説明について、誤っているものはどれか。

（1） 蒸発器　－　高真空のため冷媒が低温で蒸発し冷却する

（2） 吸収器　－　蒸発器で発生した冷媒蒸気を吸収すると共に高圧に加圧する
（3） 再生器　－　冷媒蒸気を吸収した吸収液を加熱し冷媒を追い出す

（4） 凝縮器　－　再生器で蒸発した冷媒蒸気を冷却し凝縮する

[image: image1.jpg]£870
B

io in
(=i9)

IV~
EH—-1

s BASHF




28　p-h線図の中で、膨張過程を示す部分はどこか。
（１）A-B

（２）B-C

（３）C-D

（４）D-A

29　冷媒の充填の際に必要な機器として、不適切なものはどれか。

（1） ガス容器

（2） ゲージマニホールド

（3） フレアツール

（4） チャージングシリンダ
30　冷媒の分類と種類について、誤っているものはどれか。
（1） ＣＦＣ　　－　Ｒ１２
（2） ＨＣＦＣ　－　Ｒ２２
（3） ＨＣＦＣ　－　Ｒ１３４ａ
（4） ＨＦＣ　－　Ｒ４１０Ａ
31　フルオロカーボン冷媒の性質として、誤っているものはどれか。
（1） 冷媒ガスの比重は空気より重い
（2） 冷媒液の比重は油より重い
（3） 銅および銅合金が使用できる
（4） 装置内に水分が混入しても膨張弁で氷結して、冷媒が流れにくくなることはない
32　エアコンの室外機の設置について、正しいものはどれか。 
（１）　日当りの良い南向きに設置する方がよい。
（２）　室外機の重量と振動に耐えられる地盤上に、支持台などを用い設置する。
（３）　室外機は室内機よりも低い位置に設置しなければならない。
（４）　風の影響を受けないよう壁に密着するよう設置する。
33　ｐ－ｈ線図について述べた文章で、正しいものはどれか。
（1） ｐ－ｈ線図の縦軸は冷媒圧力であり、ゲージ圧力で示す。
（2） 飽和液線とは、冷媒がすべて液になった温度・圧力を示す線であり、線の左領域は過熱蒸気となる。
（3） 等温度線は、同じ温度である点を結んだ線で、飽和域では等圧力線と水平となる。
（4） ｐ－ｈ線図の横軸はエントロピーであり、単位冷媒のエネルギ量を意味する。
34　チャージングスケールの使用目的として、適切なものはどれか。

（1） 冷媒の重量を直接計測する
（2） 冷媒を霧状にする
（3） 冷媒の逆流を防ぐ
（4） 冷媒の漏れを検知する
35   圧縮式冷凍機にてアキュムレーター(気液分離器)を設置する位置として、正しいのはどれか。
（1） 圧縮機　－　凝縮器　の間
（2） 凝縮器　－　膨張弁　の間
（3） 膨張弁　－　蒸発器　の間
（4） 蒸発器　－　圧縮機　の間
◆Ⅲ－問36から問38の各設問について答えなさい。
36　　ヒートポンプについて、本来の意味と実用上の意味の二つの観点から、説明しなさい。　（5点）

37　水冷式エアコンの施工手順について、以下の(　)内①～④に適当な語句を入れ、完成しなさい。

（1問4点）

　　・手順1：室内機(本体)、冷却塔の設置場所の選定と据付け。

　　・手順2：冷却水配管作業。

　　　　　　　空冷式の場合と異なり、水冷式では(　　　①　　　)は既に完成しているので、この作業を行う。室内機(本体)内の高温高圧部である(　　　②　　　)で、冷媒ガスの保有する熱を受取り、クーリングタワーまで運ぶ経路を確保する作業といえるが、流れがスムーズであるように循環ポンプを組込んだ機械式循環法を採ることが多い。

　　・手順3：漏れ検査。

　　・手順4：電気配線作業。

　　　　　　　本体よりも先に冷却塔ファン、循環ポンプが先に作動するような(　　　③　　　)回路結線を行う。この結線に不備があると空調機運転直後に高温高圧部に熱が蓄積し安全装置である(　　　④　　　)が作動し、空調機は停止してしまう。

　　・手順5：試運転。

　　・手順6：仕上げ。
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